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』″敷舞〃 市町連携地域実践活動セミナーを開催します :

昨年度、県との共催事業により開催し好評だつた「市町連携地域実践活動セミナー」を今年度

も開催します。今年度は、前号でお矢□らせした男女懇話会の3つの活動の柱「子育て支援を考える」

「政策や方針の決定の場への女性の参画拡大を考える」「高齢者・生活困難者 (家庭)の支援を考える」

の根本にある『地域づくり』にスポットを当て、テーマを『一人ひとりが活き活きと活動できる

リーダーを育てる地域づくり』と題し、男女共同参画社会について改めて考えてみたいと思います。

講師は、尼崎市顧間・元内閣府男女共同参画局企画調査宮の船木成記さんをお招きします。

皆さん、奮ってご参加<ださい。

日時 平成24年 11月 16日 (金 )

午後1時30分～午後4時 (予定)

場所 道の駅開国下田みなと 41・d 会議室3
演題  『一人ひとりが活き活きと活動できる

リーダーを育てる地域づくり』

講師 船木成記 (ふなきしげのり)さん

尼崎市顧間 (元内閣府男女共同参画局企画調査宮)

定員 下田市と近隣市町の住民 50名 (申込先着順)

参加料 無料

申込方法 電話、FAX、 E―MALにて受け付けます。そ

の際に、住所・ 氏名・電話番号 0年齢・託児

の有無を確認させていただきます。

託児 1歳半～未就学児 (無料・先着10名のみ)

※6か月～1歳半のお子様については要相談

主催 静岡県・下田市

申込 口問合せ先

下田市役所 企画財政課 企画調整業務担当

電話 :0558-22-2212 FAX:0558-22-3910
E一MAIL:kikaku@cityoshirnoda.shizuokaoip

～船木成記さん(尼崎市顧間)プロフィール～

慶応大学卒業後博報堂に入社.ソーシャルマー

ケティング手法による環境コミュニケーション、
地域活性化、市民参加、市民協働による観光&
まちづくりのプロデュースが主な活動識
2007年9月から2年間、内閣府に出向し男女
共同参画局政策企画調査官として、地域におけ
る男女共同参画の推進、ワークライフ1湯ンス
の普及、少子化対策等に従事。内閣府在職中に
力エル !ジャバンプロジェクトのプロデュース
を行う。
201`狗И月から□自前調敬 高知大学客凱

-1-



子育て家庭におけるワーク・ライルバランス

働きたいと思つたときに、誰もが働ける社会が理想ですが、現状では簡単ではありません。それらに

対する下田市の支援策をまとめましたので、ご活用<ださい。また、こんな支援策が欲しいなどという

ご意見がありましたら、ぜひお寄せください。

●子お は頻繁に病気になつたり、思わぬケガをしたり ●子あ の将来の為に少しヽ 貯金をしたし功 、`今の

と、病院への通院の機会も多く、医療費もバカにな  生活の中ではとても貯蓄まで考えられない。

らなルヽ

●医療の支援をできる限りな力くして欲しい。

●今の収入では、子abが重い病気にかかつてしまっ

た時、医療費を捻出するのが難しい。

●市内在住、健康保険に加入している子

●保険適用分の医療費のみ

●O歳から中学3年生までの通院費

●O歳から中学3年生までの入院費

●自己負担

未就学児…・入院時食事療養費標準負担額のみ

通院は自己負担なし

小学生以上…・入院 1日 500円、 入院時食事

療養費標準負担額のみ

通院は 1回 500円
問合せ先 福祉事務所社会福祉係 22-2216

●子育て家庭を地域、企業、行政が一体となつて応

援する制度はないでしようか?

18歳未満の子どもを持つ保護者や妊娠中の方に

対して『子育て優待カード』を配布臥 原則とし

て18歳未満の子どもを同伴した保護者、又は妊

娠中の方がカードを協賛店舗で提示した際にその

店から特典・サービス (店によつて異なる)が提

供されます。協賛施設一覧表は静岡県ホームペ〒

ジ (h岨メ/価 中 fshiz―ip/)鶴 いた

だけます。

問合せ先 福祉事務所社会福祉係 22-2216

←申し込みをするとこ

の『子育て優待カー

ド』が配布されます。

このカードを協賛店

へ提示して<ださい。

●賃金が少なく、家計にゆとりを持π とが‐ ない。

●共働きをしたし功 、`子ども力渡だ小さいので、目が

話せなし功 、`夫の収入だけでは生活が厳しい。

●鍼肋 らヽ3歳未満 月額 1例∝Ю円

●3歳から小学校修了前(第1子、第2子)

月額 19∝Ю円

●鍼肋 らヽ小学校修了前(第3子以降)

月額 16000円
月額 lm円
月額 例ID円

●中学校

●所得制限額以上

※支給月は、2月・6月 。10月になります。

問合せ先 福祉事務所社会福祉係 22-2216

●子育て力りまくし功 なヽい。

●いじめにあつてしる、いじらに加わってしる。

●言葉が遅い気がするけど大丈夫でしようか?

子どもの生活習慣、しつけの問題、家庭における

人間関係、学校での生活、就学指導に関すること

などで、心配や悩みのある方に、家庭児童相談員

が相談に応以 指導や助言を行います。

●相談日時 月～金曜 8:30～ 17∞
※相談員が不在の場合は福祉事務所社会福祉係ヘ

連絡してください。

●場所 下田市役所福祉事務所内

●相談員 家庭児童相談員2名で対応

問合せ先 福祉事務所社会福祉係 22-2216
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●冠婚葬祭や他の子品 の学校行事の際に困る。

●保育所が終わ た後も子品 を見て欲じ Ъ

子育ての方が安心して働き、安心して育児ができ

るように、あらかじめ登録した市民同■が援助活

動をするためのネットワークです。

●対象者

市内在住のO歳～小学6年生までの平t幼兄 児童

をお持ちの方

●利用料金(1時間)

基本時間 :月～金曜の畑 ～ 1〔XЮ 600円
土・日・祝日及び基本時間外 700円

※ご利用には、おねがい会員として事前に登録す

る嚇要があります。

●登録に燿 なもの

写真2枚 (保護者)、 印鑑、保険証

登録・問合せ先

学校教育課こども育成係 23-392

●仕事をしており、どうしヽ 子aK小学校低学0
1人を家で過お せるのが不安である。

●冠婚葬祭時なa子あ を連れて行ヤガ聾峙 、一日

預かってもら%と ころはないの?
●一時的な預力約毬 保育士に任せたしЪ

病気や冠婚葬祭、育児に伴う′b理的、肉体的負担

を解消したい時などに、保育所で一時的に子ども

をお預かりする事業です。

●対象児

出生後10か月から小学校就学前の手L幼児

●保育時間

平日 :8:30-1預 土曜 :88)J2∞
●保育期間

原則1か月に6日程度以内、通 日程度

●費用 3歳未満児 1日 1,800円
3歳以上児 1日 700円

●申込方法

申込書に必要事項を記入臥 保育希望日3日前

までに下田保育所まで提出。

問合せ先 下田保育所 22-0672

●同世代の子あ と親子でふれあう場所が欲しい。

●子育てに関して、相談をしたしψ・ゞ・・。

●対象者

市内小学校に在籍している小学3年生までの

「昼間保護者のいない家庭の児童」等

●開設場所 下田小学校、稲生沢小学校

●開設日 月～土曜

●開設時間 平日 :授業終了～17m
土曜、長期体業日 :鰤 ～1730

●休日 日、祝祭日、年末年始 (12/m～ 1/3)

●保護者負担金

保育料 月額 Q囲 円

会 費 用額 2000円 (おやつ代)

保険料 年額 2000円 (入会時―括)

※8月 (夏休み)の保育料については2輌 円

加算

間合せ先 学校教育課こども育成係 23-3929

親子の交流や子育てに関する相談などの様展な活

動を通して子育てを支援しています。

●対象者 就学前の平L幼児とその保護者

●開館日

月～金曜 (上日、祝祭日、年末年始は休館)

●利用時間 91αンψl1 3臥 13:α>‐15:30

●活動内容

誕生魚 育児詢芸 榊 談 (剰折・輸 等

問合せ先

下田市地域子育て支援センター 27-2200

※男女共同参画情報紙「ハーモニー」へのご意見、ご感想を募集しております。

下田市役所企画財政課企画調整業務担当までご連絡ください。

電踊r:0558‐ 22‐2212 FAX:0558-22… 3910 E… mall:kikaku@city.shimoda,shizuoka.ip
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きら日J
輝いていきす ′

大賀茂ほたる便健康教室 増田 悦子さん

今回「きらり輝いています」にご紹介する方は、大賀茂地区の「ほたる便健康教室」の会長として、昨年度まで活

動してこられた増田悦子さんです。

O 『暦た0便」という活動勝、いつから、こんな活動がき っかIfで始審 ったのですか ?
日またる便健康教室」は、県の地域サポート事業 (県地域女性団体連絡会)の一環として大賀茂地区で始まりまし

た。平成11年、女性の会会員3人と地域ボランティア3人の計6人で独居老人のごみ出しのお手伝い、お話相手、

お食事の世話等を柱に取り組みました。その後、この事業は終了したのですが、もつと楽し<、 もっと地域とかかわ

り合つて一という思いから、新たな組織を作りました。

O 新たな組織こ勝、こんな組織にな ってい ったんですか ?
地域の75歳以上の方に案内状を出して参加を呼びかけると、20人の申し込みがあり、「大賀茂ほたる便

―が誕生しました。はじめは、年6回開いていましたが、今は年10回位行なつています。スタッフは、会長・副会長・

会計 0地区担当スタッフの合わせて11人。それに市の保健師さん 1人、また7年前からお年寄りの送迎をして<だ
さる方が 1人が増えて、みんなで力を合わせて活動しています。

O ぢむみに昨年の活動の中て、こん0ここが行われたのですか ?

大賀茂公会堂で開かれる会では、歌を歌つたり、おしゃべり会をしたり、いつも皆さんの笑顔がいつぱいです。私

たちはこの笑顔でエネルギーを頂いているんです。時には市のマイクロを借りて、さ<らの里、バラ園、伊豆アニマ

ルキングダム等、野外研修にも出かけます。日頃、家にこもりがらな方々には、それは楽しいようで、活き活きとさ

れている姿が見られ、私たちもうれしい限りです。昨年は以前からあたためていた企画が実現しました。大賀茂のお

寺、曹洞院で住Pet様の請話と矢島一美さんのフルート演奏を聞かせていただきました。それはそれは豊かなひと時で

した。区民の方にも呼びかけ、区民18人の参加もありました。

O 会長としτのご苦情も多か ったので勝あιl春世んか ?

私たちほたる便は、会長は3年間で交代することとなつています。ですから3年ごと皆さんと話し合って次の方を

決めるのですが、こうしたことで皆で成長してい<んだなと思つています。私も楽し<会長をさせていただき、次の

方に引き継ぎました。また次回のお知らせを作ると地区にいるスタッフ10人が手分けをして、一人ひとりそのお矢□

らせを手配りするようにしています。年間の様々なプログラムには色々なボランティア団体の方の参加もいただき、

行政の方々の協力もあって「ああ、今日も楽しかつた !」 と心から思い、この楽しさが自分のご褒美だと思つています。

○ こうした活動をするためのご家族のご協力勝あιl春すか ?
夫も色々なボランティア活動をしていますので、こうした活動には理解

をして<れています。私が出かける時は孫の世話なども代わつてやって<
れます。そして「お前|よ ほたる便に行<時が二番いい顔をしているな。」

と言つて<れます。色々な意味で夫の協力や支援があつて、今の私がある

=なあと感謝しています。

角 i」恣懇Iは4:灘暑i墨群見L晶
明るく取材に対応していただいた増田さん る<照らし続けていけるよう願つています。

【取材機記】

増田さんは取材に対し、常に明る<対応して<ださいました。 |
この元気が、「ほたる便」の活動に繋がつているように思えまし |

た。そして何より、この活動にはご主人やご家族の協力があるか

らこそできることも垣間見えた気がします。現在、増田さんは

「た<さんの人たちと協調し合い、新たに自分を高めていける気
‐

がします。」と下田市女性の会会長として活動されています。今 |

後のご活躍を期待しております。               |
～太賀茂暦たる値健康牧室～

活動日  月1回 (第 2木曜日 13∞～150D     I
利用方法  噛 ほたる便健康教室だより」をご覧<ださい。 | 大賀茂

/AN会
堂でのホタル便の様子


